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生徒の資質・能力をどのように育むか

Ⅰ．はじめに

急速な情報通信技術（ICT）の進展やグローバル化な

ど，変化の激しい社会を生きる子どもたちに，確かな学

力，豊かな心，健やかな体の調和のとれた「生きる力」

を育成することがますます重要になっている。新しい学

習指導要領においては，各学校が今後，教育課程を通じ

て子どもたちにどのような力を育むのかという教育目

標を明確にする必要性を指摘している（1）。また，資質・

能力の要素として，「何を知っているか，何ができるか

（個別の知識・技能）」「知っていること・できることを

どう使うか（思考力・判断力・表現力等）」「どのように

社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びに向

かう力，人間性等）」の三つの柱全体を捉え，教育課程

を通じてそれらをいかに育成していくかという観点から

構造的な見直しを行い，教育課程について「何を知って

いるか」という知識の内容を体系的に示した計画にとど

まらず，「それを使ってどのように社会・世界と関わり，

よりよい人生を送るか」までを視野に入れる必要がある

としている（2）。

これからの教育には，社会がどんなに変化し予測困難

な時代になっても，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら

考え，判断して行動し，それぞれに思い描く幸せを実現

するための資質・能力の育成が求められている。そのた

めには，教員自身が，新学習指導要領に示された，「主

体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を行い，

新たな学びを工夫する必要がある。

ここでは，教員の授業改善の意識の高まりが，教員が

自由に意見交換できる場を設けることにつながり，それ

が生徒の資質・能力の育成を目指した活動へとつながっ

たことを，2017 ～ 19 年度までの 3 年間，筆頭著者が校

長として勤務していた富山県立砺波高校における実践を

踏まえて報告する。

Ⅱ．ボトムアップで資質・能力の育成を目指す

富山県立砺波高校は，創立 110 年を超える伝統の下，

ほとんどの生徒が国公立大学への進学を目指す地域の中

心校であり，地域に根差した教育活動を展開している。

一方で，高校は県内でも少子化が顕著な地域にあ

り，生徒の多様化も進んでいる。新しい学習指導要領が

2022 年度から学年進行でスタートするとともに，高大

接続改革など，高校教育を取り巻く環境が変化する中で，

学習指導や生徒指導などは従来のままでよいのか，教員

が思い悩む姿も見られるようになった。

1. 教員の自由な意見交換の場を設定
2018 年 3 月に，教員が校内で率直に自分の考えや思

いを言い合える場を設けようと，誰でも参加できる「学

校活性化委員会」をスタートさせた。同委員会は，新た
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に立ち上げた企画研修部（３）が運営を担い，メンバーは

固定せず，毎回，希望する教員が自由に参加できること

にした。自主的に自由に参加できる委員会であったが，

2018 年度に開催した 4 回の委員会には毎回約 20 名（全

教員の約 1/3）が参加した。グループに分かれて話し合っ

たところ，話題は授業改善や行事の見直し，教職員間の

情報交換のあり方など多岐にわたり，活発に意見が飛び

交った。

2. 育成を目指す生徒像を委員会で議論
初回の委員会で出された様々な意見を整理するため，

2018 年 7 月に行った第 2 回目の委員会では，自校の現

状を把握するＳＷＯＴ分析を行うことになった。地域や

生徒，教員など自校の強みと弱みを出し合い，それらを

整理した上で，学校としてどのような生徒を育てたいの

か，そのためにはどのような資質・能力を身につけさせ

ればよいのかを話し合った。

学校活性化委員会（SWOT 分析）

そうした中で出てきたのが，育成を目指す資質・能力

を「○○力」などの短い言葉に整理した方がよいといっ

た意見だった。それは，素直で真面目な生徒だからこそ，

授業や行事，部活動を通じて身につけてほしい資質・能

力を分かりやすい言葉で示せば，生徒は教員からのメッ

セージを真摯に受け止め，それらの資質・能力を身につ

けようと自ら行動するのではないかという考えに基づい

たものだった。

以下は，学校活性化委員会において，育成を目指す生

徒像を議論した 2018 年度の概要である。

＜第 1 回委員会（7 月 6 日）＞

ＳＷＯＴ分析による学校の強み・弱みを整理し，

本校の使命，地域，父兄，中学生から求められてい

ることは何かについて議論。

＜第 2 回委員会（9 月 7 日）＞

本校はどのような生徒を育てたいのか，そのため

に身につけさせたい力とは何か，その力をつけさせ

るには，授業や行事，各種活動はどうあるべきなの

かについて議論。

＜第 3 回委員会（12 月 3 日）＞

校内研修を「拡大活性化委員会」と位置付け，9

月に話し合った内容をさらに深めると同時に共通理

解を図る。

＜第 4 回委員会（1 月 11 日）＞

授業，行事，各種活動の目的（ねらい）を再確認

し，その中で「身につけさせたい力」の明確化を各

学年，各分掌に依頼。

3. 学校教育目標を学校全体で議論
学校で育成を目指す生徒の資質・能力は，学校活性化

委員会に参加した教員が学校の現状や目指す姿について

率直に話し合い，その意見を職員会議で議論しながら，

言わばボトムアップでつくり上げた。高校は，一般に学

年や分掌の独立性が強く，教育活動の設計や計画は学年

や分掌に任されることが多い。しかし，個々の教育活動

を通じて，生徒にどのような資質・能力を育みたいのか，

そのために何をすべきなのかといった学校の根幹にかか

わる部分は，学年や分掌を超えて学校全体として考える

ことが大切になる。そういった意味で，本委員会は誰で

も参加でき，みんなで学校のあり方について議論できる

大切な場になった。

この委員会のメンバーが中心となり，「育てたい生徒（人

物）像」について検討し，そうした生徒が備えるべき資質・

能力を「8 つの力」に整理，それらを「ＴＧＰ（Tonami 

Graduation Policy）」と名づけた（別添資料 1）。そして，

生徒がＴＧＰの到達度を自己評価するためのルーブリッ

クも作成した（別添資料 2）。3 年間で身につけさせたい

力をＴＧＰとして示し，広く生徒に浸透させ，折に触れ

てＴＧＰを意識しながら今後の学校生活に取り組ませる

と同時に，定期的にルーブリックによる振り返りを図る

ことで，生徒の資質・能力の育成を目指した。

学校活性化委員会（議論の様子）

4. 行事や単元ごとに身につけたい力を明示
ＴＧＰの「8 つの力」やルーブリックは，企画研修部

が案を作成し，それを学校活性化委員会で吟味し，練り

上げていく方法で進めた。委員会では，「人間力という
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言葉は概念が大きすぎるので，本校に合った言葉にした

方がよいのではないか」「ルーブリックの文言は，生徒

が読んでも理解できる分かりやすい言葉にしよう」など

活発な意見交換が行われ，企画研修部が提出した案に

は，何度も修正が加えられた。そうして完成したＴＧＰ

とルーブリックは，2019 年度 1 学期末の終業式で初め

て生徒に示した。生徒は，その直後に行ったホームルー

ムで，ルーブリックを基に，現在の自分の達成度を自己

評価した。

次いで，行事ごとにＴＧＰの中でも特にどの資質・能

力を育むことを目指しているのかを示した一覧表の作成

に着手した（別添資料 3）。それにより生徒は，例えば「体

育大会では，協働力と行動力を高めることを目指して頑

張ればいいんだ」など，目標を持って活動に取り組むこ

とができるようになると考えた。なお，行事ごとに重点

を置くＴＧＰを決め，1 つの行事の中で多くの資質・能

力を育成する表にならないようにした。さらには，各教

科・科目の単元ごとに，それぞれ身につけさせたい資質・

能力を明示した教育課程表の作成も進めることにした。

ルーブリックによる生徒の自己評価は，学期末や主

要な行事の際に行うこととし，4 段階（Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ）

での自己評価を書き込むだけではなく，前回と比較し

て具体的にどんな部分が伸びて，現時点での課題は何

かも書き込める欄を設けた。それをポートフォリオと

して蓄積していけば，生徒はそれまでの自分の歩みを

振り返ることで，現在の自分の到達点が確認でき，新

たな目標を設定して踏み出すことが容易になる。また，

教員も面談などの場面で，ポートフォリオを参考にし

ながら，生徒に対して効果的なアドバイスをしていく

ことが可能になる。

以下は，学校活性化委員会において，ＴＧＰについて

検討した 2019 年度の概要である。

＜第 1 回委員会（6 月 19 日）＞

昨年度の検討を踏まえ，育てたい「8 つの力」に

ついて見直し，生徒の自己評価票を検討。

＜第 2 回委員会（6 月 29 日）＞

「8 つの力」の内容を確定し，ＴＧＰと命名。校

訓との関わりについて検討し，評価票を修正。

＜ 7 月＞

各種活動でＴＧＰのどの力を育てたいのかを明確

化するため，各分掌に検討を依頼し整理。職員会議

で共有。

終業式にて，全校生徒にＴＧＰのねらいとその実

施について知らせる。終業式後，生徒は各クラスで

自己評価票を記入。（1 回目）

＜ 9 月～＞

ＴＧＰを行事ごとの一覧にし，クラスに掲示。

＜第 3 回委員会（11 月 22 日）＞

授業改善について情報交換。教科横断型の授業の

可能性などについて検討。

＜ 12 月＞

2 学期終業式後，生徒が自己評価を記入。（2 回目）

Ⅲ．ＴＧＰ自己評価の結果

次のレーダーチャートは，2019 年度に 2 回（7 月 19 日，

12 月 24 日）実施した生徒自己評価を数値化し，その平

均点の変化を学年別に示したものである。（Ｓ：5 点，Ａ：

4 点，Ｂ：2 点，Ｃ：1 点）

7 月と 12 月を比較すると，全学年とも全項目におい

て数値が高くなっており，特に 3 年の伸びが顕著である。

また次のグラフは，自己評価の基準（Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ）

の学年ごとの変化を，ＳとＡを合計した割合に注目しな

がら「8 つの力」ごとに示したものである。なお，グラ
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フは左からＳ，Ａ，Ｂ，Ｃであり，Ａを目標達成レベル

としている。（別添資料 2 参照）

Ｓ，Ａと答えた生徒の割合が 20pt 以上増加した項目

は，1 年の「自律・規律」（24.6pt）と 3 年の「継続力」

（23.0pt）であった。「自律・規律」については，2，3 年

に比べ 1 年での伸びが顕著である。それに対し，「継続

力」は，1，2 年ではなかなか身につかず，3 年での伸び

が大きい。受験勉強を通して身につくことも考えられる

が，興味ある結果であり，継続的な調査が必要である。

Ｓ，Ａと答えた生徒の割合が各学年で同じように伸び

た項目は「自己力」であった（1 年 13.8pt，2 年 11.6pt，

3 年 14.9pt 増）。学校生活全般での経験や達成感を通し

て，「自己肯定感」や「自己認識」が高まるのかもしれない。

ただし，2 年の数値は低く，いわゆる「中だるみ」の現

れである可能性がある。

「思考力」は，1 年に比べ 2，3 年での伸びが大きい。

2 年で実施している課題研究や，3 年における受験意識

の高まりが影響していると考えられる。

ＴＧＰ自己評価を利用することで，生徒の資質・能力

の変容を，生徒自身はもちろん教員も数値として確認で

きる。自己評価を定期的に継続して実施し，評価票の内

容等について，さらなる検討を進めていきたい。

なお，ＴＧＰ自己評価については，3 学期末にも実施

し，内容等についてさらなる検討を進めていく予定で

あったが，新型コロナウィルス感染症拡大の影響で学校

が休校となり，多くの試みが実施できなくなったのは残

念であった。

Ⅳ．新たな学びに向けた授業改善の取り組み

砺波高校の生徒は，総じて資質に恵まれ，素直で着

実に努力を重ね，課題に対して真面目に粘り強く取り

組む生徒が多い。反面，積極的に創意工夫したり，新

たなことに挑戦したりする姿勢に欠ける面がある。こ

れからの社会に求められる批判的思考力，創造的思考

力を持った生徒を育成するため，ICT 等も活用しなが

ら，主体的・対話的で深い学びの視点から授業改善を
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図る必要があった。

そこで，新たな学びに向けた授業改善を進めるため，

以下のような様々な取り組みを進めてきた。

1. 校内研修により職員の改革意識を高める
2017 年度から，文部科学省教科調査官や大学教員等

を招き，高大接続改革や学習指導要領の改訂，主体的・

対話的で深い学びなど，教育改革の方向性を学ぶ研修会

を，定期考査の午後を中心に年間行事に組み込んだ。原

則全員参加とし，グループによる意見交換の時間を設け

ることで，自校の教育についてより深く考えることにつ

ながった。また，職員会議後に，教員の研修会や出張報

告会を行うことで，すべての教員が情報を共有し，職員

全体として授業改善への意識啓発の機会となった。

以下は，2019 年に実施した校内研修の概要である。

① 3 月 20 日

演題：これからの高等学校教育の方向性について

講師：東洋大学教授　後藤顕一

概要：「変わらなくてはいけないもの，変わっては

ならないもの」をテーマに全国の事例紹介や，

授業改善の視点について。

② 7 月 1 日

演題：ＳＤＧ s を知る。学びに向かう意識を変える。

講師：富山県立大学准教授　清水義彦

概要：ＳＤＧ s とは何か，今なぜＳＤＧ s なのか，

進路指導とＳＤＧ s について。

③ 11 月 8 日（公開で実施）

演題：「深い学び」につながる授業とは？

講師：文部科学省教科調査官　野内頼一

概要：教えるのではなく気づかせる，問いの工夫で

思考を深める，活動の主体は生徒，など実際

の授業を例にディスカッション。

④ 12 月 3 日

演題：授業改善の取り組み（発信力を高める）

講師：文部科学省教科調査官　野内頼一

概要：前回の議論を深めるため，グループワークを

中心に，教科間で授業における悩みや改善に

ついて共有化を図る。

校内研修におけるグループワークの様子

2. 授業改善の工夫と公開授業の実施
砺波高校は，2018 年度から県教育委員会が指定する

「新たな学び創造授業」の拠点校となり，新学習指導要

領に示された主体的・対話的で深い学びの視点による授

業改善を行い，確かな学力と豊かな人間性を育成するた

めの取り組みを進めてきた。

その成果を外部に発信するため，2019 年 11 月，県教

委とも連携し，公開授業を実施した。他校から 54 名の

参加があり，授業改善の取り組みを進めていることを外

部の方に見てもらい，意見をいただける貴重な時間と

なった。

公開授業の様子

3. 互見授業の実施
教員が互いに授業を参観し，授業内容や発問等につい

て情報を交換することは，自分自身の授業を見直すよい

機会となる。

年 2 回，それぞれ約 3 週間，すべての授業を公開授業

とする「互見授業期間」を設け，見学した授業について

見学者が報告書を作成し，授業者に知らせる取り組みを

行った。以下は 2019 年度に実施した互見授業の概要で

ある。

＜実施期間＞

5 月 27 日（月）～ 6 月 14 日（金）

10 月 21 日（月）～ 11 月 8 日（金）

＜実施方法＞

他教科の授業見学も可とし，1 つ以上の互見授業

を行う。また，互見後，参考になった点などを書い

た報告書を提出する。報告書は一覧にし，校内で共

有する。

＜結果＞

互見数は，報告書提出分で 105 回となった。以下

は，参観した授業に対する感想の一部である。
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＜現代文Ｂ＞
適宜生徒に考えさせ，話し合いをさせ，思考を停滞させな

い工夫がされていた。
＜日本史 B ＞

タブレットを利用して見やすく整理されている。生徒は意
欲的で明るい雰囲気の授業であった。
＜数学γ＞

問題演習の授業で生徒に解説させ，論理的に正しいか，な
ぜその手法を用いたのかなど，時間をかけて考察させている
点がよかった。
＜化学＞

問題演習の際，必要に応じてスクリーンに画像等を写し出
すことで，生徒の思考の助けとなっていた。
＜家庭基礎＞

身近な地域，本校の先輩の取り組みから SDGs について考
えさせると同時に，生まれ育った環境や母校に誇りをもたせ
ることもできる素晴らしい授業だった。
＜保健＞

ICT を使い , これからの時期にふさわしいインフルエンザ
の題材が生徒の興味 ･ 関心を引いていた。
＜英語＞

特に Q ＆ A の解説等も英語での説明だったのが素晴らし
かった。生徒に考えさせる時間が確保され，授業の流れもよ
く考えられていた。

4. 思考力を問う問題の作成
大学入試は，知識・技能だけではなく，思考力・判断

力・表現力も重視した入試へと転換が示され（４），高校

においてもその対応が必要となった。思考力・判断力・

表現力等を高めるための授業づくりを進めるためには，

高校で行う考査等の問題づくりにも工夫が必要との考え

から，思考力等を問う新テスト対応の問題を，考査問題

に 10％程度盛り込み，教務に提出する際には，その問

題に赤丸を記して示すこととした。

Ⅴ．おわりに

学校の方向性にかかわる重要事項を，希望すれば誰で

も参加できる学校活性化委員会で議論し，形としてきた。

行事の見直しも授業の改善も，根本に「学校としてどん

な生徒を育てたいのか」という理念があり，「そのため

に行事や教科で何ができるか」という視点で考えること

の重要性を再確認することができた。そして，話し合い

の中で「本校の果たすべき役割」と「育てたい生徒像」「3

年間で身につけさせたい力」が整理できたことは大きな

成果であった。

また，学校活性化委員会が立ち上がり，活発な意見交

換が行われた要因には，以前から行っていた校内研修の

存在も大きかった。校内研修を通じて，教員間で日本の

学校教育の方向性について理解が深まり，教員それぞれ

が，自校の教育についてより深く考えるようになった。

そして，教員が「主体的・対話的で深い学び」の視点に

立った授業改善を意識することにつながった。そうした

土台があったからこそ，本委員会で本校の今後のあり方

を議論した際に，各教員が教育動向を踏まえた上での大

局的な観点から自分の意見を述べることができ，建設的

な議論となった。より多くの教員が意見を出し合って決

めたことは，学校全体での共有もしやすくなる。ボトム

アップの意思決定方法が効果的に機能したことが，最後

には生徒の資質・能力を育むことにつながり，それが砺

波高校の最大の強みとなった。

学校活性化委員会の取り組みは，まだ道半ばだが，新

しい時代に向けた授業改善につながることを目標とし

て，これからも教員一丸となって進めていかなければな

らない。
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